
    資 料 ３ 

 高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施 

「食」でつながる・ひろがる げんき応援プロジェクト 

１ 事業の概要 

島田市における低栄養や痩せに関する課題は、若年層から高齢者まで共通の課題として挙げられ

る。低栄養や痩せは、骨粗しょう症、貧血、易感染性、筋肉量の低下、認知機能の低下など、健康

長寿の延伸を阻害する大きな要因となる。特に高齢者に関しては、要介護状態の大きな要因となる

ことから、体重減少や口腔機能低下の兆候を早期に捉え、個々の生活状況に合わせた保健指導や効

果的な介護予防事業等へつなぐなどの支援を推進する必要がある。そのためには、高齢者施策に係

る関係機関が横断的に取組み、具体的に連携を図る仕組づくりが必要であることから、高齢者の保

健事業と介護予防等の一体的実施に係る関連機関において「食べて 元気になり、フレイル予防を

する」ということを共通の目的として取組みを推進する。 

２ 目的 

  高齢者の保健事業と介護予防等の一体的実施に係る各関連機関の日々の業務において、適切な食

生活に関する知識の普及を図るなかで、低栄養フレイル及び口腔フレイルの兆候がある者を早期に

発見・介入し、フレイル状態を改善することにより、高齢者の健康の維持増進、要介護状態の予防

を推進し、健康寿命の延伸を図ることを目的とする。 

３ 方法・事業の流れ (資料２－２) 

４ 関連・連携する事業(紹介先) 

国保年金課 ・後期高齢者健診・しまけん！健診・訪問指導事業 など 

健康づくり課 ・健康相談・食生活相談・歯科相談 など 

長寿介護課 ・配食サービス・生きがいディサービス など 

包括ケア推進課 ・脳力アップ教室・しまトレ・お出かけディサービス など 

５ 評価・目標値 

 項目 評価時期 

アウトプット 

指導実施者数 

毎年 

指導回数 

高齢者の質問票の実施者数 

アウトカム 

維持・改善者率（体重、口腔状態） 

介護予防事業等へつながった割合 

低栄養傾向（BMI20 以下）の高齢者の割合（R5 20.4%） ★ 

健康増進

計画アン

ケート等 

主食・主菜・副菜を組み合わせた食事が 1 日 2 回以上の日がほぼ毎日の市

民の割合（R5 58.8%） 

1 日 5 皿（約 350ｇ）以上の野菜をとる市民の割合：（R5 14.7%） 

 


